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2023年 7月 26日  

（IMDSモデルオフィス Nextでの公開は 2023年 7月 12日、本番での公開は 2023年

8月 9日です。） 

IMDS Release 14.1 情報 

(重要：以下の機能拡張は、 Advanced Interface(AI)フォーマットのアップデートは必

要ありません。） 

 
 

機能的な変更 

 

1. 受信済み一覧/送信済み一覧の検索結果およびエクスポートにおける拒

否理由 

  

拒否」または「編集中」ステータスのデータシートについては、データシートの受信

済み一覧および送信済み一覧の検索結果に「拒否理由」が表示されます。 

拒絶理由は通常、結果表の 1つのセルに表示するには長すぎるため、最初の 50文字の

みが表示されます。しかし、検索結果を Excelとしてエクスポートする場合、作成さ

れたファイルには完全な拒絶理由が表示されます。 

 

 

2. IDによる SCIP Material Categoryの検索 

  

SCIP Material Categoryを材料に追加するダイアログに、新しい検索パラメータが追加

されます。このパラメータは IDで直接 Categoryを検索することができ、SCIP Article 

Categoryをコンポーネントに追加するダイアログの“Taric Code”検索パラメータと

同じように機能します。 

 

 

3. 新しいデータシートにおける組織のデフォルト選択 

 

ユーザーがデータシートを送信、全送信、公開、またはリリースした場合、“サプラ

イヤーデータ”タブでデータシートが割り当てられた組織単位が、そのユーザーのデ

フォルトの組織として保存されることになります。このユーザーが次に新しいデータ

シートを作成する際には、デフォルトの組織があらかじめ自動的に選択されます。 
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IMDSリリース 14.1以降にデータシートを送信、全送信、公開、またはリリースして

いない場合、現在デフォルトの組織に割り当てられていない場合、またはその間に組

織が削除された場合は、代わりにルート企業が事前選択されます。 

今回の機能拡張では、ルート企業が組織として扱われます。つまり、ルート企業に割

り当てられたデータシートが送信、全送信、公開、またはリリースされた場合、ルー

ト企業はデフォルトの選択項目として保存されます。 

 

 

チェックの変更 

 

4. デフォルトのコンタクトパーソンでデータシートを送信してもエラーに

ならない 

  

有効なデフォルトのコンタクトパーソンが存在する場合、無効になったコンタクトパ

ーソンが割り当てられたデータシートにエラーメッセージが表示されなくなりました。 

これにより、新しいバージョンを作成することなく、アクティブでなくなったコンタ

クトパーソンを持つ古いデータシートを全送信することができるようになります。 

 

 

5. 無効化されたアプリケーションコードに対するエラー 

  

無効化されたアプリケーションコードの継続的な使用を防ぐため、無効化されたアプ

リケーションコードに関する警告メッセージは、すべてエラーになります。 

つまり、無効化されたアプリケーションコードがデータシートのどこかで使用された

場合、たとえそれが参照されるデータシート内で使用されたとしても、常にエラーメ

ッセージが表示されることになります。この問題を解決するためには、新規バージョ

ンを作成し、影響を受ける参照を置換する必要があります。 

 

 

6. 隠し属性のデータへの編集可能な参照に関するエラー 

  

編集可能なデータシートにおいて、隠し属性の化学物質、標準データシート、アプリ

ケーションコードが直接参照されている場合、新たなエラーメッセージが表示される

ようになります。つまり、データシートをリリースする前に、隠し属性のデータを置

き換える必要があります。 

新しいデータシート/モジュールの中で隠し属性のデータを検索して参照することはで

きないため、これはそのデータを参照する既存のデータシート/モジュールの新規バー

ジョンにのみ影響します。参照されているデータシートの内部やリリースされたデー
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タシートの内部で参照されている隠し属性のデータは、エラーや警告を発生させるこ

とはありません。 

 

 

マスターデータの変更 

 

7. アプリケーションコード 5(b)の分割 

 

ELV Annex IIの最新版に準拠するため、アプリケーションコード 5(b)は、2つの新し

いアプリケーションコード 5(b)(i)と 5(b)(ii)に分割される予定です。既存のアプリケー

ションコード 5(b)は隠し属性となり、新しい 2つのアプリケーションコードが追加さ

れます： 

アプリケーションコード (隠し属性) ID 

5(b) - Lead in batteries for battery applications not included in entry 5(a)  74 

 

アプリケーションコード (新規) ID 

5(b)(i) - Lead in batteries  
(1) used in 12 V applications  
(2) used in 24 V applications in special purpose vehicles as defined in 

Article 3 of Regulation (EU) 2018/858 of the European Parliament and of the 
Council  

85 

5(b)(ii) - Lead in batteries used in applications not included in entry 5(a) or 
entry 5(b)(i) 

86 

新しいアプリケーションコードは、いずれも従来と同じ化学物質・材料分類に適用さ

れます。 

 

 

8. アプリケーションコード 8(f)(a)と 8(f)(b)の名称変更 

ELV Annex IIの最新版に準拠するため、アプリケーションコード 8(f)(a)と 8(f)(b)は、

新しい識別子を含むように名前が変更されます： 

アプリケーションコード (古い名称) アプリケーションコード 

 (新しい名称) 

ID 

8(f)(a) - Lead in compliant pin connector 
systems  

8(f)(a) / 8(f)(i)- Lead in compliant 
pin connector systems  

67 

8(f)(b) - Lead in compliant pin connector 
systems other than the mating area of 
vehicle harness connectors  

8(f)(b) / 8(f)(ii) - Lead in compliant 
pin connector systems other than 
the mating area of vehicle 
harness connectors  

68 

新しい名称は、これらのアプリケーションコードのすべての使用で自動的に表示され

ます。これ以上の処置は必要ありません。 


